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ペーパーファスナー改良への USIT の適用 

 
MPUF（マイクロソフトプロジェクトユーザーズフォーラム） USIT／TRIZ 研究会 
中村 公一 （MPUF USIT／TRIZ 研究会）、中山 憲卓 （コニカミノルタテクノロ

ジーセンター株式会社）、牧野 泰丈 （MPUF USIT／TRIZ 研究）、大森 秀樹 

（MPUF USIT／TRIZ 研究会）、青木 和則 （東京計器株式会社）、山田 悦男 

（MPUF USIT／TRIZ 研究会）、熱田 達彦 （MPUF USIT／TRIZ 研究会）、瀧本 

稔 （富士ゼロックス情報システム株式会社）、アドバイザー：三原 祐治  (株式会

社創造性工学研究所) 

概要   

MPUF（Microsoft Project Users Forum）はプロジェクトマネジメント (PM) にまつわる様々な課題

に関し、会員同士が共にレベルアップを図りPMの質の向上を目的としたNPO法人。研究会の数は約

２０あり、その中の１つであるUSIT/TRIZ研究会は2007年から活動している。今回紹介するテーマ

はUSIT/TRIZ研究会のワーキンググループ活動を通じて得られた成果に関するものです。 

WGではペーパーファスナーが現状抱えている課題を達成するためにUSITの手法を用いて 

１．昨年に同研究会から発表したUSITワークブックを利用することによって、手順および行うべき

事が明確になり議論が進めやすくなったこと、そして USIT の各 STEP での経過をまとめるのに

USITテンプレート用紙を利用することで結果の共有が有効に図れることを確認した。 

２．そのアプローチから幅広い観点の Key Word が得られ、その Key Word から生まれたいくつかの

アイデアを紹介する。 

 

内容説明 

USITワークブックでは項目毎に、先ず「目的」、「留

意点」、「作業手順」、「注意事項」を上げておき、具体

的な「作業」の項目を示した後、事例を記述している。

それを見ながら実際の作業に入っていくことになるの

で、自分達が行っている作業が明確になる。その結果

をUSITテンプレート用紙に張り込んでいくことで、作

業のSTEPを確認できるようになった。 

＜USITワークブックの一例＞ 

 

＜USITテンプレート用紙の例＞ 

＜ペーパーファスナー改良策の例＞ 

USITオペレータを用いて出したペーパーファスナー

改良策の一部を下記に示す。 

 

 


